
 

 

 

性感染症に関する豆知識（おまけ） 

妊娠や赤ちゃんに影響する一般感染症について 

「おまけ」としてお届けします。 

 

No.S5(トキソプラズマ感染症） 

トキソプラズマ原虫が原因です。全人類の３分の１が感染していますが、無症状です。 

妊娠女性のみ産婦人科に相談ください。 

 

No.S6(トキソプラズマ感染症） 

妊娠中は特に、肉の生食やネコなどの糞との接触を避けましょう。 

妊娠中に初感染しても無症状ですが、約 30％で赤ちゃんに感染します。 

 

No.S7(トキソプラズマ感染症）  

妊娠中に感染することで、流産や死産になることがあります。 

生まれた後に神経発達障害、視力障害、脳性麻痺になることがあります。 

 

No.S8(トキソプラズマ感染症） 

妊婦健診で採血検査をする場合がありますが、一般的ではありません。 

初感染した妊娠女性は飲み薬を出産まで続けます。 

 


